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◆ 来年の安定生産に向けて（残さの処分、資材消毒、土づくりの実行） 

◆ 施設野菜 省エネ対策技術の積極的な実施 

◆ 露地きゅうり キュウリホモプシス根腐病総合対策について 

◆ 寒締めほうれんそう ハウスの開閉による生育調節と品質を確保した適期出荷 

◆ 促成アスパラガス 低温遭遇時間を考慮した適期掘り取りによる収量向上  

 

１ 生育概況 

（１） 果菜類の収穫は終盤となり、出荷量は少なくなっています。 

（２）雨よけほうれんそうの生育は概ね順調です。病害虫はアブラムシ類、ケナガコナダニ、べと病が

一部の圃場で見られます。寒締めほうれんそうの播種は 10 月中旬頃まで行われ、順調に生育して

います。 

   ねぎの生育は概ね順調で、収穫も順次行われています。病害虫はさび病、べと病、葉枯病、黒斑

病が全域で、軟腐病、萎凋病、小菌核病、ネギハモグリバエ、ネギコガが一部の地域で見られます。 

 

２ 技術対策 

（１）栽培跡地の整理と来年への準備 

栽培が終了した圃場内の作物残さは適切に処分

し、翌年の病害虫発生の原因とならないようにしま

しょう。 

特にキュウリ褐斑病が毎年多発する圃場では、

支柱やワイヤー、潅水チューブなどの資材に付着し

た分生子が翌年の発生源になっています。残さの後

片づけをしっかり行うとともに、資材消

毒を行い翌年の発生源を排除しましょう。 

また、本年の栽培状況を振り返り、来

年の安定生産に向けた土づくりを実践し

ましょう（図 1 参照）。 

 

（２）野菜畑での施肥管理について 

 県内の野菜畑では、肥料成分である可

給態リン酸や交換性カリウムなどが土壌

改良目標値を満たした圃場が多く、中に

はリン酸が無施用でもよい水準まで蓄積

している事例もあります。 

 施肥管理にあたっては、土壌分析の結

果、土壌改良目標値を満たしている圃場

では、作物による肥料成分の吸収量や、

 
 

相互に関係 

生物性の改善 

堆肥施用・残さの後片づけ等 

物理性の改善 

深耕・排水対策・高畦等 

化学性の改善 

土壌診断・pHの矯正等 

図１ 土づくりで重要な三つの性質 
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H27_岩手県におけるキュウリホモプシス根腐病総合防除対策

○病原菌の侵入・移動防止対策の周知徹底(靴カバー装着、農機具洗浄の徹底等）
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図 3 岩手県におけるキュウリホモプシス根腐病総合対策 

浸透水による養分の溶脱量など、「土壌から持ち出された肥料成分を施肥で補給する」補給型施肥

基準を適用するとともに、土壌養分の過剰が明らかな場合には、減肥基準に基づき適正な施肥管理

に努めましょう（図 2 参照）。 

 

（３）施設野菜 

 燃油価格は現在落ち着いていますが、資材費等を含めた施設野菜の生産コスト増加は、農家経営

に大きく影響します。最小限の燃油で高い加温効果が得られるよう、省エネルギー対策を積極的に

実施しましょう。 

具体的には、 

ア．暖房装置の点検・整備、清掃による暖房効率の低下防止 

イ．温室の被覆資材の隙間からの放熱防止 

ウ．内張資材等の導入による保温性の向上や温室内の温度ムラの解消 

エ．作物・品種の特性をふまえた生育ステージに合わせた適正な温度管理の実施 

などが挙げられます。 

 

（４）露地きゅうり 

   本年は定植後から高温乾燥気味に経過したた

め、潅水不足から根張りが不十分な圃場も散見さ

れました。8月中～下旬からは急激な気温の低下

や長雨により、地上部病害が急増しました。  

初期の根張りが不十分な圃場では、生理的な要

因を含めた様々な萎れが発生しましたので、次年

度対策のために残さ診断を実施するなど、萎れの

主な要因を特定しておきましょう。 

   岩手県ではH25年3月より「岩手県におけるキュ

ウリホモプシス根腐病総合対策」として、本病の

発生圃場のみならず未発生圃場においても発病を

未然に防止する対策を進めています（図3参照）。 

   土壌分析を踏まえた適正pHへの改良、排水対策や根張りを促すための基本管理は、全ての生産者

に当てはまる内容ですので、翌年の栽培に向けて今一度自分の栽培を振り返り改善を進めましょう。 

   技術内容の詳細については、最寄りの農業改良普及センター、JAへお尋ね下さい。   

 

（５）寒締めほうれんそう 

 ハウスの開閉により、適切な温度管理を行い、

出荷できる大きさまで生育させます。低温下で開

帳しやすく、葉の縮みも入りやすい地域推奨の品

種（「冬霧 7」「雪美菜」等）を選定するとともに、

品種の特性に応じた管理を心がけましょう。 

 寒締めは、ほぼ収穫できる葉長になった時点で、

ハウスの入口やサイドビニールを開放し、1 週間

程度 10℃以下の寒気にさらして行います。十分

な低温に遭遇する前に収穫すると品質が劣るこ

とが懸念されますので、出荷時には最大葉の葉柄

の絞り汁の brix 糖度が 8％以上になっているこ

とを確認し、12月１日以降から出荷しましょう。 

 



（６）促成アスパラガス 

 地上部から貯蔵根への養分転流は茎葉が完全に黄化するまで続いています。刈り取りは茎葉が十

分に黄化してから行いましょう。 

 また、十分に低温遭遇した株を利用することで、収量が増加します（図 4 参照）ので、5℃以下

の低温遭遇時間を考慮して掘り取り時期を決定しましょう。 

 10 月 26 日までの県内の主なアメダス地点の 5℃以下の低温遭遇時間は表５のとおりです。 

栽培面積が大きい場合には、掘り取り作業と伏せ込み床の準備を計画的に進めます。 

 伏せ込み後に、伏せ込み床内の温度を急に上げると収量が少なくなる場合があるので、伏せ込み

してから 1 週間程度は無加温とし、その後、徐々に温度を上げましょう。 

 ハウス内の保温対策を万全にし、加温コストをできるだけ低減しましょう。 
 

表 ５℃以下積算遭遇時間（１０月２６日まで） 

アメダス地点 二戸 奥中山※２ 盛岡 北上 

５℃以下積算遭遇時間 ８３ １１８ ２３ ９ 

９０時間到達見込み※１ １０月２８日 １０月２５日 １１月１３日 １１月１５日 
※1 10 月 26 日までは各アメダスの本年値、それ以降は昨年と同じ気象推移となった場合、５℃以下の低温遭遇時間が 

90 時間に達する月日 

  ※2 奥中山は 10月 25 日で５℃以下の低温遭遇時間 90 時間に到達 

次号は11月26日（木）発行の予定です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

発行時点での最新情報に基づいて作成しております。発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。 

９月１５日～１１月１５日は 

秋の農作業安全月間です 

無理するな 疲れたときには ＮＯ！作業 

中央農業改良普及センター県域普及グループは、現地農業改良普及センターを通じて先進農業者に対する

支援活動を展開しています。 


